原爆症新基準（2008/3/17厚労省原子爆弾被爆者医療分科会決定）
①「原因確率＊」に基づく現行認定基準は改める　　　
「原因確率」とは　従来の審査方針の柱。被爆距離、病気の種類、性別・年齢、などから発症の確率を割り出したもので、残留放射線や放射線降下物の影響をほとんど無視。被爆者切捨ての論拠であった。集団訴訟での原告勝訴や被爆者･国民の運動によって覆された。

②新基準
＊爆心地から３．５ｋｍ以内（従来２ｋｍ）で被爆　
＊投下１００時間以内に爆心２ｋｍ以内に入市　
＊２週間以内に爆心２ｋ以内に一週間以上滞在
＊これに該当する被爆者が固型がん、白血病、副甲状腺機能亢進症、放射線白内障、心筋梗塞にかかったとき認定。
＊これ以外は個別に認定。
被団協などは、「被爆者が求めてきた原爆被害の実態に見合った抜本的改革には程遠く容認できるものではない」と声明。
 
